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多様な気象・土壌条件
・寒冷北部（山形・福島）
・ 南部（新潟・石川）
・温暖東部（茨城・山梨）
・ 西部（三重・山口）
・暖地（宮崎）

初発地域に適用し、
封じ込め・根絶

【達成目標】
雑草イネの発生量を１０株／１０アール以下にするなど、
難防除雑草を営農上無視できる発生量まで低減する省力的防除技術を、
気象条件・土壌条件の異なる地域で開発する。

要素データを収集し、
防除技術を構築
（1～3年目）
・雑草イネの出芽動態
・有効な除草剤の選定

小課題１ 地域・土壌に対応した雑草イネの総合的防除技術の開発による省力的防除
体系の確立および防除支援アプリの開発

出芽・葉齢モデル作成（1～3年目）
・実験室環境（信州大）
・圃場環境（長野県）
・遺伝的要因（農研機構）

初動対応技術の開発
（宮城県）
・圃場、生産者レベルの
対策（1～3年目）
・地域、県レベルの対策
（4～5年目）

【波及効果】
・直播可能な面積の増加
・雑草イネ防除の省力化

小課題２ 直播栽培における多年生や除草剤抵抗性雑草など難防除雑草の防除法の開発

難防除雑草の生態的特性の解明
・コウキヤガラ（秋田県立大、農研機構、植調）
・オモダカ（植調、農研機構）
・クログワイ（植調、農研機構）
・除草剤抵抗性ネズミムギ（愛知県）

雑草競合力のある水稲形質の解明と直播への応用
（農研機構）

直播栽培での難防除雑草
の総合防除体系の構築と
生産現場での実証

（１～３年目）
（３～５年目）

労働・生産コストを削減し、
実需に応える稲作体系を実現

【背景・問題点】
難防除雑草が直播栽培の普及阻害要因となっている

○雑草イネ：直播で防除不可能。移植の防除も適用地域が狭く、高コスト
○多年生雑草：直播では防除技術が開発されていない

直播移行後の雑草イネ発生抑制の検証
モデルにもとづく防除支援アプリの開発

モデルにもとづく
省力的防除技術の構築と

生産現場での実証
（3～5年目）

モデルの改良
・現地データの要因解析
・遺伝子×環境の解析

（3～5年目）


